
☆★☆★☆ トイレトレーニングのおはなし ☆★☆★☆

こうなって初めて、子どもは尿意（おしっこをしたいという感じ）を意識するようになり、おむ

つ離れへの道を歩み出します。

②トイレトレーニングってなあに？

トレーニングといっても、決して訓練ではありません。また、早くトレーニングを始めたからとい

って、早くおむつが取れるとも限りません。せっせと教えたり、あるいは叱ってしつけても身につく

ことではないからです。逆に、子どももお母さんもストレスを感じてしまいます。

大切なのは、子ども自身がおしっこサインを出してきたらそれを受け止めて、その時々に的確に応じ

てあげることです。

例えば、おしっこが出てしまってモジモジしていたら「チッチ出た？ 取り替えて気持ちよくしよ

うね」と言葉をかけながらおむつを替えてあげたり、がまんできるようになって出る前にしぐさで示

してきたなら「トイレでしようか」と誘ってみたりと。おしっこすることは気持ちいいというイメー

ジを伝えることが大切です。

③スタートの目安は？

●ひとり歩きがしっかりとできること

●大人の言うことがある程度理解できて簡単な

受け答えができること

●おしっこの間隔があいてきていること

トイレ・トレーニングは一進一退、一歩進んで二歩下がるようなこともしばしばです。いったんう

まくいったからといっても、そのまま一気におむつがとれるとは思わず、あくまで子どものペースに

任せてゆったりと進めましょう。

停滞したり後戻りしたときは、いったんトレーニングを中止して、あらためて時期を見てやり直して

もかまいません。むしろ、そのほうがうまくいく場合もあります。

・おしっこが出てもモジモジしたり、オムツを気にする様子がまったくない。

・トイレに誘うと強く嫌がるようになった。

・オムツを替えることさえ嫌がる。

参考：花王 小児科医 内海先生

・

平成２６年８月 あおぞら保育

園毎日、暑い日が続いています。夏は暑さのために食欲がなくなったり、冷房のせいで体調を

崩しやすい季節です。

家族で山や海、川に行ったり普段できないことに挑戦できる機会でもあります。正しい生活習

慣で過ごせるように気をつけて、暑い夏を元気に乗り切りましょう。

０歳児健診
８月 22 日（金）１４：３０～

・膀胱の容量が増えて、おしっこをためておけるように

なる。

・膀胱から大脳へ、「おしっこがたまったよ」、大脳か

ら膀胱へ、「おしっこを出して」と情報が出る。

① おしっこが出る仕組みと脳の発達

おしっこ

シグナル

お休み判断リスト

７月の感染症

ヘルパンギーナ・・・2 名

プール熱・・・・・・・2 名

突発性発疹・・・・・3 名

溶連菌感染症・・・1 名

はやり目・・・・・・・・1 名

クーラーのつけっぱなし・・・

寝冷えに注意！！

・膀胱が小さくておしっこをためられない。

・大脳が未発達で、少したまると反射的に出て

しまう。


